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一
、
熊
阪
台
州
と
『
含
餳
紀
事
』

　

熊
阪
台
州
（
名
は
邦
。
一
七
三
九
～
一
八
〇
三
）
は
、
奥
州
伊
達

郡
髙
子
村
（
現
在
の
福
島
県
伊
達
市
）
の
人
で
あ
る
。
入
江
南
溟
（
一

六
八
二
～
一
七
六
九
）、
松
崎
観
海
（
一
七
二
五
～
一
七
七
六
）
に

師
事
し
た
徂
徠
学
派
の
文
人
・
学
者
と
さ
れ
て
い
る（

１
）。

　

そ
の
著
作
で
あ
る『
含
餳
紀
事
』は
、所
謂「
花
咲
か
爺
さ
ん
」、「
猿

蟹
合
戦
」、「
桃
太
郎
」
三
篇
の
物
語
を
収
め
た
漢
訳
童
話
集
で
あ
る（

２
）。

こ
の
書
は
戯
作
と
も
さ
れ
る
が
、
そ
の
成
立
の
経
緯
（
次
節
）
を
見

る
と
、
門
人
へ
の
作
文
教
育
を
意
識
し
て
制
作
さ
れ
た
よ
う
で
あ
る
。

し
た
が
っ
て
、
こ
の
書
に
は
、
文
章
と
は
如
何
に
あ
る
べ
き
か
、
と

い
う
彼
の
文
章
論
が
少
な
か
ら
ず
反
映
さ
れ
て
い
る
と
予
想
さ
れ
る
。

従
来
の
研
究
で
は
、
特
に
「
桃
太
郎
」
の
漢
訳
「
紀
桃
奴
事
」
を
中

心
と
し
て
、
江
戸
期
の
「
桃
太
郎
」
関
連
文
献
や
台
州
が
取
材
し
た

で
あ
ろ
う
漢
籍
と
の
関
係
か
ら
、
そ
の
特
色
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
き

た（
３
）。
し
か
し
、
台
州
の
文
章
論
そ
の
も
の
と
結
び
つ
け
た
研
究
は
、

未
だ
充
分
と
は
言
え
な
い
。

　

そ
こ
で
、
本
稿
で
は
台
州
の
『
白
雲
館
文
罫（

４
）』『

文
章
緒
論（
５
）』

に

お
け
る
文
章
論
の
内
容
を
確
認
し
た
上
で
、
そ
れ
が
『
含
餳
紀
事
』

に
ど
の
よ
う
に
反
映
さ
れ
て
い
る
か
を
明
ら
か
に
し
た
い
。

二
、『
含
餳
紀
事
』
制
作
の
経
緯

　
『
含
餳
紀
事
』
が
制
作
さ
れ
た
経
緯
に
つ
い
て
、
宮
田
金
峯
（
一

七
一
八
～
一
七
八
三
）「
含
餳
紀
事
序
」
及
び
台
州
自
身
の
『
白
雲

館
文
罫
』
所
収
「
三
子
紀
事
序
」
に
拠
っ
て
見
て
み
よ
う
。

　
「
含
餳
紀
事
序
」
に
は
、
簡
潔
に
「
本
邦
民
間
有
語
幼
童
之
話
。

熊
阪
子
彦
臥
病
数
月
、
無
聊
已
甚
、
強
使
門
人
説
鬼
（
本
邦
民
間
に

幼
童
に
語
る
の
話
有
り
。
熊
阪
子
彦 

病
に
臥
せ
る
こ
と
数
月
、
無

聊 

已
に
甚
し
く
、
強し

ひ
て
門
人
を
し
て
鬼
を
説
か
し
む
）」
と
あ
る
。

病
床
に
あ
っ
た
台
州
は
、
暇
を
も
て
あ
ま
し
て
門
人
に
「
鬼
」
を
「
説

く
」
よ
う
に
強
い
た
。「
三
子
紀
事
序
」
に
拠
れ
ば
、
そ
の
門
人
と

は
高
木
忠
卿
、
高
木
元
彝
、
小
野
君
翔
の
三
名
で
あ
っ
た
と
い
う
。

　

於
是
乎
忠
卿
先
説
翁
嫗
事
、
元
彝
次
説
蟹
猿
事
、
君
翔
最
後

説
桃
児
事
。
此
蓋
皆
古
来
民
間
所
伝
、
而
髫
齔
児
女
所
喜
聞
云

熊
阪
台
州
の
文
章
論
か
ら
見
た
『
含
餳
紀
事
』
に
つ
い
て

�
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そ
作
文
の
法
、
先ま

づ
文
理
を
得
ん
と
欲
す
。
文
理 

既
に
得
て
、

始
め
て
篇
を
成
す
べ
し
…
…
」
と
。�

（「
三
子
紀
事
序
」）

　

台
州
は
、
期
日
よ
り
も
前
に
三
篇
の
文
章
を
完
成
さ
せ
て
い
た
。

こ
れ
が
『
含
餳
紀
事
』
で
あ
る
。
彼
は
こ
の
試
み
を
「
戯
れ
」
と
は

し
て
い
る
が
、
多
分
に
作
文
教
育
の
側
面
が
あ
っ
た
こ
と
は
否
め
な

い
。
そ
れ
は
、
門
人
た
ち
の
文
章
を
「
未
だ
文
理
を
得
ず
」
と
し
て
、

理
想
的
な
文
章
に
つ
い
て
の
講
義
が
始
ま
る
こ
と
か
ら
明
ら
か
で
あ

る
。
こ
の
後
、
台
州
は
、
門
人
の
文
章
を
添
削
し
て
『
三
子
紀
事
』

と
し
て
ま
と
め
、
自
ら
序
を
撰
し
た
。

　

以
上
の
経
緯
か
ら
す
れ
ば
、『
含
餳
紀
事
』
と
は
、
門
人
に
説
い

た
理
想
的
文
章
の
水
準
に
達
し
た
書
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
な

お
、『
含
餳
紀
事
』
の
宮
田
金
峯
「
序
」
に
は
「
天
明
改
元
夏
五
月
」

と
あ
り
、
同
書
が
天
明
元
年
す
な
わ
ち
一
七
八
一
年
ま
で
に
成
立
し

た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
判
る
。

三
、
台
州
の
文
章
論

　

門
人
た
ち
が
持
ち
寄
っ
た
文
章
に
対
し
て
、
台
州
は
「
未
だ
文
理

を
得
ず
」
と
批
判
し
て
い
る
。
ま
た
、
彼
は
「
凡お

よ

そ
作
文
の
法
、
先ま

づ
文
理
を
得
ん
と
欲
す
。文
理 

既
に
得
て
、始
め
て
篇
を
成
す
べ
し
」

と
語
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
発
言
か
ら
す
る
と
、「
文
理
」
と
い

う
も
の
が
台
州
の
文
章
論
の
基
礎
に
な
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　
「
文
理
」
と
い
う
語
は
、
も
と
も
と
は
荻
生
徂
徠
（
一
六
六
六
～

一
七
二
八
）
が
使
用
し
て
い
た
術
語
で
あ
る
。

爾
。

　

是
に
於
て
か 

忠
卿 

先ま

づ
翁
嫗
の
事
を
説
き
、
元
彝 

次
に

蟹
猿
の
事
を
説
き
、
君
翔 

最
後
に
桃
児
の
事
を
説
く
。
此

れ
蓋
し
皆み

な
古
来
民
間
の
伝
ふ
る
所
に
し
て
、
髫
齔
の
児
女

の
喜
び
て
聞
く
所
と
爾し

か
云い

ふ
。�

　
（「
三
子
紀
事
序
」）

　

彼
ら
の
語
っ
た
も
の
が
、「
花
咲
か
爺
さ
ん
（
翁
嫗
事
）」、「
猿
蟹

合
戦
（
蟹
猿
事
）」、「
桃
太
郎
（
桃
児
事
）」
で
あ
る
。
さ
ら
に
台
州

は
、
日
を
決
め
て
三
話
を
文
章
化
し
て
持
ち
寄
る
こ
と
を
提
案
す
る
。

　
「
…
…
乃
欲
与
諸
子
刻
日
、戯
紀
翁
嫗
及
蟹
猿
桃
児
事
、可
乎
」。

皆
曰
、「
可
哉
」。
遂
刻
日
而
去
。
余
則
先
期
三
日
、
各
紀
其
事

成
篇
、
名
為
含
餳
紀
事
、
蔵
諸
巾
笥
。
至
期
則
三
子
者
各
袖
其

文
来
。
余
取
而
観
之
、
皆
未
得
文
理
、
彼
善
於
此
則
有
之
矣
。

余
乃
語
三
子
者
曰
、「
凡
作
文
之
法
、
欲
先
得
文
理
。
文
理
既
得
、

始
可
成
篇
…
…
」。

　
「
…
…
乃
ち
諸
子
と
日
を
刻
し
て
、
戯
れ
に
翁
嫗
及
び
蟹

猿
・
桃
児
の
事
を
紀し

る

さ
ん
と
欲
す
、
可
な
ら
ん
か
」
と
。
皆み

な
曰
は
く
、「
可
な
る
か
な
」
と
。
遂
に
日
を
刻
し
て
去
る
。

余わ

れ
は
則
ち
期
に
先
ん
ず
る
こ
と
三
日
、
各お
の

お
の
其
の
事
を

紀
し
て
篇
を
成
し
、
名
づ
け
て
『
含
餳
紀
事
』
と
為
し
、
こ

れ
を
巾
笥
に
蔵を

さ

む
。
期
に
至
れ
ば
則
ち
三
子
者 

各
お
の
其

の
文
を
袖
に
し
て
来
た
る
。
余
れ
取
り
て
こ
れ
を
観
る
に
、

皆
な
未
だ
文
理
を
得
ず
、
彼
れ 

此
れ
よ
り
善
き
こ
と
は
則

ち
こ
れ
有
り
。
余
れ
乃
ち
三
子
者
に
語
り
て
曰
は
く
、「
凡お

よ
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春
台
も
ま
た
徂
徠
門
下
の
人
で
あ
る
が
、
彼
は
、
徂
徠
が
尊
崇
し

た
明
の
古
文
辞
派
に
対
し
て
、
批
判
的
立
場
を
取
る
。

　

行
古
辞
以
今
法
者
有
之
矣
。
其
病
在
好
用
古
人
成
語
。
夫
古

人
之
語
必
有
所
以
出
之
。
今
修
辞
家
、
但
用
古
人
成
語
、
而
不

問
其
所
以
。
故
辞
雖
典
雅
、
而
文
理
不
属
。

　

古
辞
を
行
ふ
に
今
法
を
以
て
す
る
者
こ
れ
有
り
。
其
の
病 

古
人
の
成
語
を
用
い
る
こ
と
を
好
む
に
在
り
。
夫
れ
古
人
の

語 

必
ず
こ
れ
を
出
だ
す
所
以
有
り
。
今
の
修
辞
家
、
但
だ

古
人
の
成
語
を
用
い
て
、
其
の
所
以
を
問
は
ず
。
故
に 

辞 

典
雅
な
り
と
雖
も
、
而
も 

文
理 

属
せ
ず
。

（『
文
論
』
第
五
篇（

９
））

　

春
台
は
、
古
典
の
言
葉
を
模
擬
す
る
こ
と
自
体
は
承
認
す
る
が
、

そ
れ
ら
を
拾
い
集
め
て
「
今
法
」
に
従
っ
て
綴
り
合
わ
せ
る
こ
と
を

批
判
す
る
。「
法
」
に
つ
い
て
は
、『
左
伝
』
と
『
史
記
』
と
の
用
語

の
違
い
や
文
体
の
特
徴
に
つ
い
て
指
摘
し
た
上
で
、

左
氏
之
文
自
一
法
、
前
無
古
人
。
司
馬
之
文
亦
自
一
法
。

左
氏
の
文
は
自

お
の
づ
から

一
法
に
し
て
、
前
に
古
人
無
し
。
司
馬
の

文
も
亦
た
自
ら
一
法
な
り
。�

（『
文
論
』
第
六
篇
）

と
述
べ
て
い
る
。
こ
こ
で
の
「
法
」
と
は
、
左
丘
明
や
司
馬
遷
そ
れ

ぞ
れ
に
固
有
の
作
文
ス
タ
イ
ル
と
も
言
う
べ
き
も
の
で
あ
ろ
う
。
し

か
し
、
明
の
古
文
辞
派
は
古
人
が
そ
の
言
葉
を
用
い
た
「
所
以
」
を

検
討
す
る
こ
と
が
な
い
た
め
、
辞
は
典
雅
で
あ
っ
て
も
「
文
理 

属

せ
ず
」
と
述
べ
る
。
一
方
、
理
想
的
な
文
章
と
し
て
は
、

　

文
理
と
云
ふ
は 

畢
竟 

字
の
上
下
の
置
き
や
う
な
り
。…
…

た
と
へ
ば
石
山
と
云
へ
ば
山
が
体
に
な
り
て
石
は
苗
字
に
な
る

な
り
。
山
石
と
云
へ
ば
石
が
体
に
な
り
て
山
は
苗
字
な
り
。

（『
訓
訳
示
蒙
』
巻
一（

６
））

　

と
あ
る
よ
う
に
、「
文
理
」
と
は
語
順
に
よ
っ
て
語
の
働
き
が
変

わ
る
こ
と
を
指
す（

７
）。

台
州
も
、
そ
の
著
『
白
雲
館
文
罫
』
の
中
で
、

こ
の
よ
う
な
語
の
「
上
下
」
を
文
章
の
基
礎
と
し
て
重
視
し
て
い
る
。

　

雖
亦
堇
堇
乎
小
冊
子
哉
、
観
者
能
玩
味
其
虚
実
死
活
上
下
位

置
之
法
、
引
而
伸
之
、
触
類
而
長
之
、
則
於
文
章
之
道
、
思
過

半
矣
。
蓋
亦
挙
一
隅
之
意
也
。

　

亦
た
堇
堇
乎
た
る
小
冊
子
と
雖
も
、
観
る
者 

能
く
其
の

虚
実
死
活
・
上
下
位
置
の
法
を
玩
味
し
、
引
き
て
こ
れ
を
伸

べ
、
類
に
触
れ
て
こ
れ
を
長
ぜ
ば
、
則
ち
文
章
の
道
に
於
け

る
、
思
ひ
半
ば
に
過
ぎ
ん
。
蓋
し
亦
た
一
隅
を
挙
ぐ
る
の
意

な
り
。�

（『
白
雲
館
文
罫
』
自
序
）

　

そ
も
そ
も
彼
の
『
白
雲
館
文
罫
』
は
、
徂
徠
の
作
文
の
秘
訣
を
記

し
た
と
さ
れ
る
『
文
罫
』
の
名
を
襲
っ
た
も
の
で
あ
り
、
台
州
が
徂

徠
と
同
様
の
こ
と
を
述
べ
て
い
る
の
は
、
さ
し
て
異
と
す
る
に
足
り

な
い
。
し
か
し
、
台
州
は
そ
の
こ
と
を
「
上
下
位
置
之
法
」
と
称
し

て
い
る
が
、
こ
れ
を
「
文
理
」
と
は
称
し
て
い
な
い
の
で
あ
る
。

　

こ
こ
で
、
太
宰
春
台
（
一
六
八
〇
～
一
七
四
七
）
に
目
を
転
じ
て

み
る
と
、
彼
は
「
文
理
」
と
い
う
語
を
、
徂
徠
と
は
ま
た
異
な
る
意

味
で
使
用
し
て
い
る（

８
）。
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た
上
で
、
精
粗
や
華
や
か
さ
が
同
程
度
で
あ
れ
ば
、
紋
様
（「
黼
黻
」）

や
彩
色
（「
玄
」・「
黄
」）
が
変
わ
っ
て
も
、
何
の
問
題
も
な
い
。
な

ぜ
な
ら
ば
、工
人
自
身
が
主
体
性
を
持
っ
て
織
る
こ
と
で
、紋
様（「
文

章
」）
は
適
切
な
配
置
と
な
り
、
織
目
の
脈
絡
や
秩
序
（「
条
理
」）

が
乱
れ
な
い
た
め
で
あ
る
。

　

以
上
の
よ
う
な
発
言
か
ら
見
れ
ば
、
春
台
の
「
文
理
」
と
は
、
一

篇
の
文
章
を
貫
く
「
条
理
」
す
な
わ
ち
統
一
性
や
整
合
性
と
言
え
よ

う
。
そ
し
て
、
そ
れ
は
言
葉
の
用
い
方
を
始
め
と
す
る
古
典
の
作
文

ス
タ
イ
ル
（「
法
」）
を
我
が
物
と
し
た
上
で
、
自
分
の
言
葉
と
し
て

語
る
こ
と
に
よ
っ
て
獲
得
で
き
る
も
の
、
と
考
え
ら
れ
る
。

　

と
こ
ろ
で
、
上
述
の
よ
う
な
古
文
辞
派
に
対
す
る
批
判
は
、
台
州

に
も
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

蓋
昌
黎
之
文
所
以
傑
出
乎
千
古
者
、
以
其
能
置
身
於
三
代
両

漢
之
間
、
而
与
古
為
徒
也
。
其
務
去
陳
言
者
、
恥
与
古
人
雷
同

也
。
而
其
文
自
己
肺
腑
中
流
出
。
其
気
渾
然
、
絶
無
弥
縫
之
痕
。

　

蓋
し
昌
黎
（
韓
愈
）
の
文 

千
古
に
傑
出
す
る
所
以
の
者
は
、

其
の
能
く
身
を
三
代
両
漢
の
間
に
置
き
て
、
古

い
に
し
へと

徒
為た

る
を

以
て
な
り
。
其
の
務
め
て
陳
言
を
去
る
者
は
、
古
人
と
雷
同

せ
ん
こ
と
を
恥
ぢ
て
な
り
。
而
し
て
其
の
文 

己
れ
の
肺
腑

中
よ
り
流
出
す
。
其
の
気 

渾
然
と
し
て
、
絶
え
て
弥
縫
の

痕あ
と

無
し
。�

（『
文
章
緒
論
』）

　

台
州
は
、
韓
愈
の
文
章
が
優
れ
て
い
る
理
由
を
古
人
と
一
体
化
し

て
い
る
点
に
あ
る
と
し
、
ま
た
彼
が
陳
腐
な
言
葉
を
使
用
し
な
い
の

　

故
善
属
辞
者
、
取
諸
古
人
、
而
出
諸
己
口
、
令
読
者
不
覚
其

為
古
辞
。
此
以
其
文
理
条
貫
、
有
倫
有
要
故
也
。

　

故
に
善
く
辞
を
属
す
る
者
は
、
こ
れ
を
古
人
に
取
り
て
、

こ
れ
を
己
れ
の
口
よ
り
出
だ
し
、
読
む
者
を
し
て
其
の
古
辞

為た

る
こ
と
を
覚
え
ざ
ら
し
む
。
此
れ 

其
の
文
理 

条
貫
し
て
、

倫 

有
り 
要 
有
る
が
故
を
以
て
な
り
。（『

文
論
』
第
二
篇
）

と
、
古
典
の
言
葉
を
取
り
な
が
ら
も
、
自
分
の
言
葉
と
し
て
使
用
し
、

「
古
辞
」
で
あ
る
こ
と
を
感
じ
さ
せ
な
い
も
の
で
あ
る
、
と
し
て
い

る
。
そ
し
て
、
そ
れ
は
「
文
理
」
が
一
貫
し
て
い
て
、
筋
道
（「
倫
」）

が
あ
り
要
点
（「
要
」）
が
押
さ
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
よ
る
も
の
で

あ
る
、
と
述
べ
る（

（1
（

。

　

ま
た
、
文
章
制
作
を
機
織
り
に
喩
え
て
、
次
の
よ
う
に
言
う
。

　

今
有
美
錦
於
此
。
使
工
人
擬
織
之
。
但
得
其
法
、
而
精
麤
同

等
、
文
采
相
若
、
則
黼
黻
易
処
、
更
玄
為
黄
、
何
不
可
之
有
。

此
以
其
機
杼
由
己
、
文
章
位
置
得
所
、
而
条
理
不
紊
故
也
。

　

今 

此こ
こ

に
美
錦
有
り
。
工
人
を
し
て
擬
し
て
こ
れ
を
織
ら

し
め
ん
。
但
だ
其
の
法
を
得
て
、
而
し
て
精
麤
同
等
、
文
采

相
ひ
若し

か
ば
、
則
ち
黼
黻 

処
を
易か

へ
、
玄
を
更あ
ら
ため

て
黄
と

為
す
も
、
何
の
不
可
な
る
こ
と
か
こ
れ
有
ら
ん
。
此
れ
其
の

機
杼 

己
れ
に
由
り
、
文
章
の
位
置 

所
を
得
て
、
条
理 

紊み
だ

れ

ざ
る
故
を
以
て
な
り
。　�

（『
文
論
』
第
二
篇
）

　

手
本
と
し
た
「
美
錦
」
の
織
り
方
（「
法
」）
を
自
分
の
も
の
と
し
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を
露
呈
し
て
い
る
と
厳
し
く
批
判
す
る
。
そ
し
て
、
李
攀
竜
に
学
ぶ

限
り
、「
文
理
」
は
終
生
得
ら
れ
な
い
と
す
る
。

　

古
典
の
「
法
」
で
は
な
く
、「
今
法
」
あ
る
い
は
「
己
れ
の
法
」

に
よ
る「
古
人
の
成
語
」「
古
言
」の
利
用
を
批
判
す
る
点
で
、春
台
・

台
州
と
も
に
、
ほ
ぼ
同
じ
趣
旨
の
発
言
と
言
え
よ
う
。

　

台
州
は
、
古
文
辞
派
と
は
対
照
的
に
、
自
身
の
言
葉
を
綴
っ
た
韓

愈
に
学
ぶ
こ
と
を
推
奨
し
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
そ
の
理
由
は
、
韓

愈
の
文
章
が
「
己
れ
の
肺
腑
中
よ
り
流
出
」
し
た
も
の
で
あ
っ
て
、

「
其
の
気 

渾
然
と
し
て
、
絶
え
て
弥
縫
の
痕
無
し
」
と
い
う
統
一

性
・
整
合
性
を
備
え
て
い
る
た
め
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
春
台
の
「
文

理
」
を
踏
襲
し
た
考
え
方
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　

し
か
し
、
古
文
辞
派
を
批
判
し
て
い
る
と
は
い
え
、
台
州
も
古
典

の
言
葉
を
取
り
入
れ
る
「
修
辞
」
を
軽
ん
じ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。

　

雖
修
辞
於
古
、
不
取
法
於
古
、
則
不
能
得
文
理
矣
。
雖
修
辞

於
古
、
取
法
於
古
、
辞
不
純
、
法
不
粋
、
則
亦
未
為
得
矣
。

　

辞
を
古
に
修
す
と
雖
も
、
法
を
古
に
取
ら
ざ
れ
ば
、
則
ち

文
理
を
得
る
こ
と
能
は
ず
。
辞
を
古
に
修
し
、
法
を
古
に
取

る
と
雖
も
、
辞 

純
な
ら
ず
、
法 

粋
な
ら
ざ
れ
ば
、
則
ち
亦

た
未
だ
得
る
を
為
さ
ず
。�

（『
白
雲
館
文
罫
』
附
録
）

　

こ
こ
で
は
、「
辞
」
の
み
な
ら
ず
「
法
」
を
も
「
古
」
よ
り
取
る

こ
と
、
そ
の
両
者
を
洗
練
さ
せ
る
こ
と
が
「
文
理
」
の
獲
得
に
繋
が

る
、と
し
て
い
る
。こ
れ
は
、「
是
徒
知
古
其
辞
、而
忘
古
其
法
也（
是

れ
徒

い
た
づ
らに

其
の
辞
を
古
に
す
る
を
知
り
て
、
其
の
法
を
古
に
す
る
を
忘

は
古
人
と
の
附
和
雷
同
を
恥
じ
る
た
め
で
あ
る
、
と
述
べ
る（

（1
（

。
そ
し

て
、
そ
の
文
章
は
韓
愈
自
身
の
「
肺
腑
中
」
か
ら
出
た
も
の
で
あ
っ

て
、
破
綻
し
て
い
る
と
こ
ろ
は
皆
無
で
あ
る
、
と
評
価
す
る
。
春
台

も
「
善
く
辞
を
属
す
る
者
は
、
こ
れ
を
古
人
に
取
り
て
、
こ
れ
を
己

れ
の
口
よ
り
出
だ
」
す
と
述
べ
て
お
り
、
自
分
の
言
葉
と
し
て
語
る

こ
と
を
是
と
し
て
い
た
が
、
台
州
も
そ
の
方
向
か
ら
韓
愈
の
文
章
を

評
価
し
て
い
る
。
こ
こ
で
は
直
接
的
に
「
文
理
」
に
言
及
し
て
い
な

い
が
、
次
の
李
攀
竜
（
一
五
一
四
～
一
五
七
〇
）
に
対
す
る
批
判
へ

と
繋
が
っ
て
ゆ
く
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、
や
は
り
「
文
理
」
が
意
識
さ

れ
て
い
る
と
見
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

　

滄
溟
則
反
之
矣
。
好
剽
窃
古
言
、
行
之
以
己
法
。
而
其
文
為

辞
之
所
使
。
其
気
索
然
、
斧
鑿
之
跡
、
不
可
掩
焉
。
故
初
学
之

士
、
欲
自
滄
溟
入
、
則
有
終
身
学
之
而
不
能
成
文
理
者
。

　

滄
溟
（
李
攀
竜
）
は
則
ち
こ
れ
に
反
す
る
な
り
。
好
ん
で

古
言
を
剽
窃
し
て
、
こ
れ
を
行
ふ
に
己
れ
の
法
を
以
て
す
。

而
し
て 

其
の
文 

辞
の
使
ふ
所
と
為
る
。
其
の
気 
索
然
と
し

て
、
斧
鑿
の
跡
、
掩お

ほ

ふ
べ
か
ら
ず
。
故
に
初
学
の
士
、
滄
溟

よ
り
入
ら
ん
と
欲
す
れ
ば
、
則
ち
終
身
こ
れ
を
学
べ
ど
も
而し

か

も
文
理
を
成
す
こ
と
能
は
ざ
る
者
有
り
。�

（『
文
章
緒
論
』）

　
「
滄
溟
」
は
李
攀
竜
の
号
で
あ
る
。
彼
は
所
謂
「
後
七
子
」
の
ひ

と
り
で
あ
り
、
明
の
古
文
辞
派
の
領
袖
で
あ
る
。
台
州
は
、
彼
を
「
古

言
を
剽
窃
」
し
て
「
己
れ
の
法
」
に
よ
っ
て
作
文
す
る
も
の
と
捉
え
、

そ
の
文
章
は
措
辞
の
た
め
の
措
辞
に
堕
し
、
不
自
然
な
技
巧
の
痕
跡
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今
也
諸
子
之
文
、
文
理
既
得
、
過
此
以
往
、
以
六
芸
為
経
、

以
百
家
為
緯
、
修
辞
以
成
佳
篇
乎
、
天
孫
七
襄
之
妙
、
豈
不
可

庶
幾
乎
。

　

今
也や 

諸
子
の
文
、
文
理 

既
に
得
れ
ば
、
此
れ
を
過
ぎ
て

以
往
、
六
芸
を
以
て
経
と
為
し
、
百
家
を
以
て
緯
と
為
し
、

辞
を
修
し
て
以
て
佳
篇
を
成
さ
ん
か
、
天
孫
七
襄
の
妙
、
豈

に
庶
幾
す
べ
か
ら
ず
や
。　�

（「
三
子
紀
事
序
」）

　

こ
こ
で
の
「
六
芸
」
は
、
経
典
（
六
経
）
の
意
で
あ
る
。「
天
孫

七
襄
」と
は
、織
女
の
織
っ
た
美
し
い
布
を
指
す（

（1
（

。台
州
は
、「
文
理
」

を
得
た
上
で
、
経
典
や
諸
子
の
言
葉
を
縦
糸
や
横
糸
に
用
い
て
文
章

を
織
り
な
し
て
ゆ
け
ば
、
織
女
の
布
の
よ
う
な
美
し
い
文
章
も
夢
で

は
な
い
、
と
述
べ
る
。

　

こ
の
発
言
は
、
春
台
の
機
織
り
の
比
喩
と
の
類
似
を
思
わ
せ
る
。

こ
こ
で
言
う
「
経
緯
既
立
」
と
は
、
縦
糸
と
横
糸
と
が
秩
序
立
て
て

織
ら
れ
て
ゆ
く
こ
と
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
春
台
の
言
う
「
条
理
不
紊

（
条
理 

紊み
だ

れ
ず
）」
と
ほ
ぼ
同
義
と
考
え
て
良
い
で
あ
ろ
う
。
こ
の

よ
う
な
比
喩
か
ら
見
て
も
、
台
州
の
言
う
「
文
理
」
は
、
や
は
り
春

台
の
「
文
理
」
を
踏
襲
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　

以
上
の
よ
う
に
見
て
く
る
と
、
台
州
の
文
章
論
が
春
台
の
そ
れ
を

継
承
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る（

（1
（

。
台
州
の
言
う
「
文

理
」
も
ま
た
古
典
の
作
文
ス
タ
イ
ル
（「
法
」）
に
範
を
取
り
な
が
ら
、

あ
く
ま
で
も
自
身
の
文
章
と
し
て
統
一
性
や
整
合
性
を
持
た
せ
る
こ

と
を
意
味
す
る
。
そ
し
て
、
そ
の
上
に
立
っ
て
適
切
な
用
語
の
選
択

る
る
な
り
）」（『
文
論
』
第
六
篇
）
と
、「
法
」
を
「
古
」
に
す
る
こ

と
を
重
ん
じ
る
春
台
の
延
長
線
上
に
あ
る
も
の
で
あ
る
。

　

ま
た
、「
三
子
紀
事
序
」
に
お
い
て
は
、「
文
理
」
の
獲
得
に
加
え

て
、「
修
辞
」
の
重
要
性
も
説
か
れ
て
い
る
。

　

凡
作
文
之
法
、
欲
先
得
文
理
。
文
理
既
得
、
始
可
成
篇
。
篇

既
成
、
始
可
論
巧
拙
。
譬
諸
布
帛
之
経
緯
既
立
、
始
可
成
匹
。

匹
既
成
、
始
可
論
精
麤
也
。

　

凡お
よ

そ
作
文
の
法
、
先ま

づ
文
理
を
得
ん
と
欲
す
。
文
理 

既

に
得
て
、
始
め
て
篇
を
成
す
べ
し
。
篇 

既
に
成
り
て
、
始

め
て
巧
拙
を
論
ず
べ
し
。こ
れ
を
布
帛
の
経
緯 

既
に
立
ち
て
、

始
め
て
匹
を
成
し
、
匹 

既
に
成
り
て
、
始
め
て
精
麤
を
論

ず
べ
き
に
譬た

と

ふ
。　�
（「
三
子
紀
事
序
」）

　

こ
こ
で
は
、
一
篇
の
文
章
が
一
匹
の
布
帛
に
、
文
章
の
巧
拙
が
布

帛
の
精
粗
に
喩
え
ら
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
の
「
文
理
」
は
、「
経
緯
」

す
な
わ
ち
布
帛
の
縦
糸
と
横
糸
と
の
交
錯
に
相
当
す
る
。そ
し
て「
修

辞
」
と
は
、
そ
の
糸
を
選
ぶ
こ
と
で
あ
る
と
い
う
。

　

夫
修
辞
、
譬
則
択
糸
也
。
辞
不
修
、
何
以
得
佳
篇
。
糸
不
択
、

何
以
成
美
錦
。

　

夫
れ
辞
を
修
す
る
は
、
譬た

と

ふ
れ
ば
則
ち
糸
を
択え
ら

ぶ
な
り
。

辞 

修
せ
ず
ん
ば
、
何
を
以
て
か
佳
篇
を
得
ん
。
糸 

択
ば
ず

ん
ば
、
何
を
以
て
か
美
錦
を
成
さ
ん
。�

（「
三
子
紀
事
序
」）

　
「
美
錦
」
を
織
る
た
め
の
糸
と
は
、
経
典
や
諸
子
百
家
を
は
じ
め

と
す
る
古
典
に
他
な
ら
な
い
。
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欲
し
て
能
は
ず
、
既
に
吾
が
才
を
竭つ
く

す
。
卓
爾
た
る
朱
実
、

こ
れ
を
仰
げ
ば
弥い

よ

い
よ
高
し
。

　

こ
こ
に
は
、
次
の
『
論
語
』
の
言
葉
が
巧
み
に
配
さ
れ
て
い
る
。

　

顔
淵
喟
然
嘆
曰
、「
仰
之
弥
高
、
鑽
之
弥
堅
。
瞻
之
在
前
、

忽
焉
在
後
。
夫
子
循
循
然
、
善
誘
人
。
博
我
以
文
、
約
我
以
礼
。

欲
罷
不
能
、
既
竭
吾
才
。
如
有
所
立
卓
爾
。
雖
欲
従
之
、
末
由

也
已
」。

　

顔
淵 

喟
然
と
し
て
嘆
じ
て
曰
は
く
、「
こ
れ
を
仰
げ
ば
弥い
よ

い
よ
高
く
、
こ
れ
を
鑽き

れ
ば
弥い
よ

い
よ
堅
し
。
こ
れ
を
瞻み

れ
ば

前
に
在
り
、
忽
焉
と
し
て
後
に
在
り
。
夫
子 

循
循
然
と
し
て
、

善
く
人
を
誘
ふ
。
我
を
博ひ

ろ

む
る
に
文
を
以
て
し
、
我
を
約
す

る
に
礼
を
以
て
す
。
罷や

め
ん
と
欲
し
て
能
は
ず
、
既
に
吾
が

才
を
竭つ

く

す
。
立
つ
所
有
り
て
卓
爾
た
る
が
如
し
。
こ
れ
に
従

は
ん
と
欲
す
と
雖
も
、
由
る
末な

き
の
み
」
と
。

�

（『
論
語
』
子
罕
篇
）

　

師
を
仰
ぎ
見
れ
ば
、
師
は
ま
す
ま
す
高
い
と
こ
ろ
に
い
る
（「
こ

れ
を
仰
げ
ば
弥い

よ

い
よ
高
く
」）。
そ
の
教
え
に
ひ
き
こ
ま
れ
て
し
ま
っ

て
、
や
め
よ
う
と
思
っ
て
も
や
め
ら
れ
ず
、
自
分
の
才
能
が
尽
き
る

と
こ
ろ
ま
で
頑
張
っ
て
き
た
（「
罷や

め
ん
と
欲
し
て
能
は
ず
、
既
に

吾
が
才
を
竭つ

く

す
」）。
し
か
し
、
師
は
さ
ら
に
新
し
い
教
え
を
立
て
て
、

そ
れ
を
高
々
と
示
し
て
い
る
よ
う
に
み
え
る（「
卓
爾
た
る
が
如
し
」）。

　

こ
れ
は
、
顔
淵
が
師
の
孔
子
に
つ
い
て
語
っ
た
言
葉
で
あ
っ
て
、

そ
こ
に
は
孔
子
に
対
す
る
尊
敬
の
強
さ
と
と
も
に
、
そ
の
高
さ
を
眼

（
修
辞
＝
択
糸
）
が
な
さ
れ
る
こ
と
が
、
理
想
的
な
文
章
を
制
作
す

る
方
法
で
あ
る
、
と
台
州
は
言
う（

（1
（

。

　

と
こ
ろ
で
、
ひ
と
く
ち
に
統
一
性
・
整
合
性
と
言
っ
て
も
、
様
々

な
形
が
想
定
さ
れ
る
。
例
え
ば
、
論
理
的
に
筋
道
が
通
っ
て
い
る
こ

と
も
そ
の
ひ
と
つ
で
あ
ろ
う
が
、『
含
餳
紀
事
』
所
収
の
童
話
は
必

ず
し
も
論
理
的
文
章
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
。
そ
こ
で
次
節
で
は
、

各
話
の
「
修
辞
」
に
着
目
し
な
が
ら
、
そ
れ
ら
が
文
章
の
中
に
お
い

て
ど
の
よ
う
な
形
で
統
一
性
・
整
合
性
を
示
し
て
い
る
か
、
に
つ
い

て
見
て
み
よ
う
と
思
う
。

四
、『
含
餳
紀
事
』
に
お
け
る
「
修
辞
」

　

前
節
で
見
て
き
た
よ
う
に
、
台
州
も
古
典
の
言
葉
を
取
り
入
れ
た

「
修
辞
」は
認
め
て
い
る
が
、そ
れ
は
あ
く
ま
で
も
文
章
の
統
一
性
・

整
合
性
の
上
に
な
さ
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
る
と
し
て
い
た
。
と
こ
ろ

で
、『
含
餳
紀
事
』
の
う
ち
特
に
「
紀
蟹
猿
事
」「
紀
桃
奴
事
」
に
お

い
て
は
、
古
典
の
表
現
を
取
り
入
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
独
特
の
精
彩

を
放
っ
て
い
る
と
こ
ろ
が
あ
る
。
筆
者
は
こ
の
点
に
注
目
し
た
。

　

例
え
ば
、
次
に
挙
げ
る
の
は
、「
紀
蟹
猿
事
」
の
冒
頭
、
柿
の
実

を
取
る
こ
と
が
で
き
な
い
こ
と
を
猿
に
語
る
蟹
の
言
葉
で
あ
る
。

　

今
也
幸
而
実
矣
。
吾
将
採
而
食
之
、
而
余
体
不
便
登
陟
。
欲

罷
不
能
、
既
竭
吾
才
。
卓
爾
朱
実
、
仰
之
弥
高
。

　

今
也や 

幸
ひ
に
し
て
実
る
。
吾わ

れ
将
に
採
り
て
こ
れ
を
食く
ら

は
ん
と
す
る
も
、
余わ

が
体 

登
陟
に
便
な
ら
ず
。
罷や

め
ん
と
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周
の
武
王
は
殷
の
紂
王
を
討
つ
べ
く
、
甲
子
の
日
の
未
明
に
殷
の

郊
外
の
牧
野
に
や
っ
て
き
た
。
こ
の
時
に
武
王
は
左
手
に
鉞
を
持
ち
、

右
手
に
采
配
を
持
っ
て
軍
勢
の
前
に
臨
ん
だ
と
い
う
。

　

蟹
が
左
手
に
鉞
を
、
右
手
に
鋏
を
持
っ
て
登
壇
し
た
姿
は
、
牧
野

の
戦
い
を
前
に
し
た
周
の
武
王
が
イ
メ
ー
ジ
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

ま
た
、「
六
事
の
人
」
は
、
次
の
文
章
を
踏
ま
え
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

　

大
戦
于
甘
。
乃
召
六
卿
。
王
曰
、「
嗟
、
六
事
之
人
。
予
誓

告
汝
。…
…
」

　

大
い
に
甘
に
戦
は
ん
と
す
。
乃
ち
六
卿
を
召
す
。
王 

曰

は
く
、「
嗟あ

あ

、
六
事
の
人
。
予わ

れ 

汝
に
誓
告
せ
ん
。…
…
」

�

（
甘
誓
）

　

こ
れ
は
、
夏
王
が
甘
水
の
戦
い
に
臨
ん
で
、
六
卿
（
六
将
軍
）
に

呼
び
か
け
た
言
葉
で
あ
る
。蟹
の
仲
間
も「
鍼
生
」「
鶏
卵
丈
人
」「
軟

糞
学
士
」「
棒
処
士
」「
杵
丈
夫
」「
臼
力
士
」
の
六
名
で
あ
っ
て
、

「
六
事
の
人
」
と
い
う
語
は
見
事
に
符
合
し
て
い
る
。

　

な
お
、「
咨
」
字
も
「
嗟
」
字
と
同
様
に
、「
帝
曰
、『
咨
、
汝
羲

曁
和
』（
帝 

曰
は
く
、『
咨あ
あ

、
汝 

羲
曁お
よ

び
和
』）」（
尭
典
）
を
は
じ

め
と
し
て
、
王
の
発
言
の
冒
頭
に
置
か
れ
る
嗟
嘆
の
詞
で
あ
る
。
ま

た
、「
汝
云
々
」
と
呼
び
か
け
て
命
令
を
下
し
て
ゆ
く
こ
と
も
、『
書

経
』
中
に
よ
く
見
ら
れ
る
言
い
方
で
あ
る
。
し
て
み
れ
ば
、
台
州
が

蟹
を
『
書
経
』
の
中
の
諸
王
と
二
重
写
し
に
描
こ
う
と
し
て
い
る
こ

と
は
明
ら
か
で
あ
る
。

　
「
紀
蟹
猿
事
」
は
、
猿
へ
の
報
復
を
終
え
た
「
無
腸
公
子
（
蟹
）」

前
に
し
て
た
め
息
を
洩
ら
す
弟
子
の
姿
が
描
か
れ
て
い
る
。

　
「
紀
蟹
猿
事
」
で
は
、
こ
の
『
論
語
』
の
言
葉
が
利
用
さ
れ
る
こ

と
に
よ
っ
て
、
孔
子
を
見
上
げ
る
顔
淵
の
姿
と
、
柿
の
実
を
見
上
げ

る
蟹
の
姿
と
が
二
重
写
し
と
な
っ
て
い
る
。
言
わ
ば
、
孔
子
が
柿
に

代
わ
っ
て
し
ま
っ
た
わ
け
で
あ
り
、
そ
の
落
差
が
一
種
の
ユ
ー
モ
ア

を
生
み
出
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

次
に
、
蟹
が
仲
間
た
ち
に
作
戦
を
授
け
る
場
面
を
見
て
み
よ
う
。

　

公
子
乃
得
石
之
似
壇
者
而
登
之
、
左
揚
鉞
、
右
張
鋏
、
而
命

六
物
曰
、「
咨
、
六
事
之
人
。
吾
知
鍼
生
之
善
刺
也
。
汝
其
伏

于
胡
孫
之
牀
下
。
吾
知
鶏
卵
丈
人
之
善
得
火
而
蜚
騰
也
。
汝
其

伏
于
胡
孫
之
炉
。…
…
」

　

公
子 

乃
ち
石
の
壇
に
似
た
る
者
を
得
て
こ
れ
に
登
り
、

左
に
鉞
を
揚
げ
、
右
に
鋏
を
張
り
て
、
六
物
に
命
じ
て
曰
は

く
、「
咨あ

あ

、
六
事
の
人
。
吾わ

れ
鍼
生
の
善
く
刺
す
こ
と
を
知

れ
り
。
汝 

其
れ
胡
孫
の
牀
下
に
伏
せ
よ
。
吾
れ
鶏
卵
丈
人

の
善
く
火
を
得
て
蜚
騰
す
る
こ
と
を
知
れ
り
。
汝 
其
れ
胡

孫
の
炉
に
伏
せ
よ
。…
…
」

　

こ
こ
に
は
、『
書
経
』
に
倣
っ
た
表
現
が
散
見
さ
れ
る
。

　

時
甲
子
昧
爽
、
王
朝
至
于
商
郊
牧
野
、
乃
誓
。
王
左
杖
黄
鉞
、

右
秉
白
旄
、
以
麾
曰
…
…
。

　

時
に
甲
子
の
昧
爽
に
、
王 

朝あ
し
たに
商
郊
の
牧
野
に
至
り
、

乃
ち
誓
ふ
。
王 

左
に
黄
鉞
を
杖
つ
き
、
右
に
白
旄
を
秉と

り
、

以
て
麾

さ
し
ま
ねき
て
曰
は
く
…
…
。�

（
牧
誓
）
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王
の
行
動
が
い
か
に
素
早
か
っ
た
か
を
鮮
烈
に
描
く
誇
張
で
あ
る
。

こ
の
表
現
は
、『
春
秋
左
氏
伝
』
宣
公
十
四
年
の
記
事
に
基
づ
く
も

の
で
あ
る
。
楚
の
臣
で
あ
る
申
舟
が
宋
に
殺
さ
れ
る
と
聞
く
や
い
な

や
、
出
兵
の
口
実
を
得
た
楚
の
荘
王
（
楚
子
）
は
た
だ
ち
に
宋
に
攻

め
込
ん
だ
。

　

楚
子
聞
之
、
投
袂
而
起
。
履
及
於
窒
皇
、
剣
及
於
寝
門
之
外
、

車
及
於
蒲
胥
之
市
。

　

楚
子 

こ
れ
を
聞
き
、袂
を
投
げ
て
起
つ
。履 

窒
皇
に
及
び
、

剣 

寝
門
の
外
に
及
び
、
車 

蒲
胥
の
市
に
及
ぶ
。

　

し
か
し
、
荘
王
と
鬼
王
と
で
は
、
特
に
何
ら
か
の
落
差
が
生
じ
て

い
る
よ
う
に
は
思
わ
れ
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
場
合
は
「
紀
蟹

猿
事
」
の
よ
う
な
二
重
写
し
の
効
果
を
狙
っ
た
も
の
で
は
な
く
、
鬼

王
の
狼
狽
や
怒
り
を
表
す
た
め
に
『
左
伝
』
の
誇
張
表
現
を
流
用
し

た
も
の
と
言
え
よ
う
。

　

他
に
も
、
逃
げ
る
桃
太
郎
の
船
を
補
足
す
る
た
め
に
、
鬼
た
ち
に

海
水
を
吸
わ
せ
る
場
面
で
は
、
次
の
よ
う
に
言
う
。

　

諸
鬼
受
命
吸
海
水
、
猶
長
鯨
之
吸
百
川
也
。
於
是
海
水
為
涸
、

桃
奴
船
為
膠
矣
。

　

諸
鬼 

命
を
受
け
て
海
水
を
吸
ふ
こ
と
、
猶
ほ
長
鯨
の
百

川
を
吸
ふ
が
ご
と
し
。
是
に
於
て
海
水 

為た
め

に
涸
れ
、
桃
奴

の
船 

為た
め

に
膠
す
。

　

こ
こ
で
は
、
杜
甫
「
飲
中
八
仙
歌
」（『
杜
詩
詳
注
』
巻
二
）
の
次

の
句
が
襲
用
さ
れ
て
い
る
。

が
、「
横
行
介
士
」
を
自
称
し
て
「
長
横
行
乎
渓
澗
泉
石
之
間
（
長

く
渓
澗
泉
石
の
間
に
横
行
す
）」
と
い
う
形
で
団
円
と
な
る
一
種
の

成
長
譚
・
変
身
譚
で
あ
る
。
な
お
、
底
本
で
は
「
横
行
介
士
」
に
つ

い
て「
ヨ
コ
ア
リ
キ
ノ
ヨ
ロ
ヒ
ム
シ
ヤ
」と
の
傍
訓
が
あ
る
。「
横
行
」

に
は
、
蟹
が
横
歩
き
を
す
る
こ
と
と
、
気
ま
ま
に
闊
歩
す
る
こ
と
と

が
掛
け
ら
れ
て
い
る
で
あ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
に
、
小
さ
な
蟹
を
威
張

っ
て
い
る
鎧
武
者
に
見
立
て
る
と
こ
ろ
に
面
白
さ
が
あ
る
の
で
あ
っ

て
、
そ
う
し
た
落
差
が
こ
の
話
の
核
と
な
っ
て
い
る
。『
書
経
』
に

お
け
る
太
古
の
聖
王
や
『
論
語
』
に
お
け
る
孔
子
の
高
弟
顔
淵
を
二

重
写
し
に
し
て
落
差
を
強
調
す
る
こ
と
は
、
そ
う
し
た
物
語
の
性
格

を
浮
き
彫
り
に
す
る
言
葉
の
用
い
方
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　
「
紀
桃
奴
事
」
も
超
人
的
な
能
力
を
持
つ
鬼
と
桃
太
郎
と
の
角
逐

の
物
語
で
あ
っ
て
、
言
葉
の
用
い
方
も
そ
れ
に
合
わ
せ
た
工
夫
が
認

め
ら
れ
る
。

　

鬼
王
聞
之
、
投
袂
而
起
。
履
及
於
窒
皇
、
剣
及
於
寝
門
之
外
、

車
及
於
城
東
之
市
。

　

鬼
王 

こ
れ
を
聞
き
、袂
を
投
じ
て
起た

つ
。履く
つ 

窒
皇
に
及
び
、

剣 

寝
門
の
外
に
及
び
、
車 

城
東
の
市
に
及
ぶ
。

　

桃
太
郎
が
鬼
の
財
宝
を
盗
ん
で
逃
げ
た
こ
と
を
知
っ
た
鬼
王
が
こ

れ
を
追
っ
て
飛
び
出
す
と
、
く
つ
は
宮
殿
の
廊
下
で
追
い
つ
き
、
剣

は
宮
殿
の
門
外
で
追
い
つ
き
、
車
は
城
東
の
市
場
で
追
い
つ
い
た
、

と
い
う
。
も
ち
ろ
ん
、
く
つ
や
剣
、
車
が
ひ
と
り
で
に
動
く
こ
と
は

あ
り
得
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
こ
れ
は
桃
太
郎
の
脱
出
を
知
っ
た
鬼
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ら
れ
る
。
次
に
、
こ
の
点
に
触
れ
て
お
き
た
い
。

　

台
州
は
、『
文
章
緒
論
』
の
中
で
司
馬
遷
と
班
固
と
を
比
較
し
て
、

「
司
馬
遷
蔓
辞
累
句
常
多
、
班
固
洗
削
殆
尽
（
司
馬
遷
は
蔓
辞
累
句 

常
に
多
く
、班
固
は
洗
削
し
て
殆ほ
と
んど

尽
く
）」と
言
う
。「
蔓
辞
累
句
」

と
は
美
辞
麗
句
や
冗
漫
な
文
句
の
意
で
あ
り
、
一
見
す
る
と
司
馬
遷

に
対
す
る
批
判
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
が
、
実
は
そ
う
で
は
な
い
。

彼
は
『
史
記
』
及
び
『
漢
書
』
の
「
衛
青
伝
」
を
例
に
挙
げ
、
司
馬

遷
『
史
記
』
の
記
述
を
肯
定
的
に
評
価
す
る
。

　

校
尉
李
朔
、
校
尉

0

0

趙
不
虞
、
校
尉

0

0

公
孫
戎
奴
、
各
三
従
大
将

軍
獲
王
、
以
千
三
百
戶

0

0

0

0

0

封
朔
為
渉
軹
侯
、
以
千
三
百
戶
封

0

0

0

0

0

0

不
虞

為
随
成
侯
、
以
千
三
百
戶
封

0

0

0

0

0

0

戎
奴
為
従
平
侯
。

�

（『
史
記
』
衛
青
列
伝
）

　

校
尉
李
朔
、
趙
不
虞
、
公
孫
戎
奴
、
各
三
従
大
将
軍
獲
王
、

封
朔
為
陟
軹
侯
、
不
虞
為
随
成
侯
、
戎
奴
為
従
平
侯
。

�

（『
漢
書
』
衛
青
伝
）

　

今
、
訓
読
は
省
略
し
、『
史
記
』
本
文
の
う
ち
『
漢
書
』
で
省
略

さ
れ
て
い
る
文
字
に
傍
点
を
附
し
て
示
し
た
。
も
ち
ろ
ん
、『
漢
書
』

の
よ
う
に
反
復
を
避
け
た
記
述
で
も
、
充
分
に
文
意
は
通
じ
る
。
し

か
し
、
台
州
は
「
比
史
記
五
十
八
字
中
、
省
二
十
一
字
。
然
終
不
若

史
記
之
鄭
重
可
喜
也
（
史
記
に
比
ぶ
る
に
五
十
八
字
中
、
二
十
一
字

を
省
け
り
。
然し

か

も
終つ
ひ

に
史
記
の
鄭
重 

喜
ぶ
べ
き
に
若し

か
ず
）」
と
し

て
、
反
復
を
避
け
な
い
『
史
記
』
の
「
鄭
重
」
を
評
価
し
た
の
で
あ

る
。

左
相
日
興
費
万
銭　
　

左
相
は
日
興
に
万
銭
を
費つ

ひ
やし

飲
如
長
鯨
吸
百
川　
　

飲
む
こ
と
長
鯨
の
百
川
を
吸
ふ
が
如
し

　
「
左
相
」
と
は
、
唐
の
太
宗
の
後
裔
に
当
た
る
李
適
之
の
こ
と
で

あ
る
。
彼
は
日
々
の
遊
興
に
大
金
を
費
や
し
、
酒
を
飲
む
こ
と
は
巨

鯨
が
あ
ら
ゆ
る
川
の
水
を
飲
み
干
す
か
の
よ
う
で
あ
る
、
と
詠
わ
れ

て
い
る
。
こ
れ
も
誇
張
で
あ
る
が
、
海
水
が
干
上
が
る
ほ
ど
の
量
を

飲
ん
だ
鬼
た
ち
の
異
能
を
形
容
す
る
も
の
と
し
て
相
応
し
い
。

　

さ
ら
に
、
桃
太
郎
は
五
歳
に
し
て
「
力
能
扛
鼎
（
力 

能
く
鼎
を

扛あ

ぐ
）」
と
称
さ
れ
て
い
る
が
、
言
う
ま
で
も
無
く
、
こ
れ
は
項
羽

の「
力
能
扛
鼎
、才
気
過
人（
力
能
く
鼎
を
扛あ

げ
、才
気 

人
に
過
ぐ
）」

（『
史
記
』
項
羽
本
紀
）
に
基
づ
く
誇
張
表
現
で
あ
る
。

　

そ
も
そ
も
「
紀
桃
奴
事
」
は
、
鬼
と
桃
太
郎
と
の
超
人
的
な
力
比

べ
や
知
恵
比
べ
と
い
う
奇
想
天
外
な
場
面
の
連
続
で
あ
り
、
古
典
か

ら
誇
張
表
現
を
流
用
す
る
こ
と
は
、
そ
の
よ
う
な
物
語
の
性
格
を
際

立
た
せ
る
一
翼
を
担
っ
て
い
る
。

　

以
上
の
事
例
か
ら
は
、
物
語
の
性
格
を
勘
案
し
た
上
で
好
適
な
古

典
の
言
葉
を
取
り
入
れ
、
同
時
に
そ
の
よ
う
な
言
葉
に
よ
っ
て
、
人

物
の
言
動
や
イ
メ
ー
ジ
を
精
彩
あ
る
も
の
に
し
よ
う
と
す
る
意
識
が

看
取
さ
れ
る
。
台
州
は
、
こ
の
よ
う
な
形
で
物
語
と
「
修
辞
」
と
の

間
に
統
一
性
・
整
合
性
を
持
た
せ
よ
う
と
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　

と
こ
ろ
で
、『
含
餳
紀
事
』
に
は
、
以
上
の
よ
う
な
事
例
と
は
ま

た
異
な
る
形
で
、
古
典
の
表
現
を
取
り
入
れ
た
と
思
わ
れ
る
点
が
あ

る
。
そ
れ
は
、
特
に
「
紀
二
翁
事
」
に
顕
著
で
あ
る
よ
う
に
見
受
け
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東
翁 

告
ぐ
る
に
析さ

き
て
こ
れ
を
薪
に
す
る
こ
と
を
以
て

す
。
西
翁
こ
れ
を
聞
き
て
又
た
懊
憹
す
る
こ
と
こ
れ
を
久
し

く
す
。
而
も
亦
た
慍う

ら

む
色
無
し
。
因
り
て
問
ひ
て
曰
は
く
、

「
其
の
灰 

安い
づ
くに

か
在
る
」
と
。
曰
は
く
、「
こ
れ
を
廁
に
寘お

け
り
」
と
。
西
翁 

迺
ち
廁
に
如ゆ

き
て
尽こ
と

ご
と
く
其
の
灰
を

収
め
、
愈い

よ

い
よ
益ま
す

ま
す
懊
憹
し
て
帰
る
。

　

右
の
記
述
で
は
、「
東
翁
告
以
～
」「
西
翁
聞
之
而
（
又
）
懊
憹
者

久
之
而
無
慍
色
」「
西
翁
迺
～
而
帰
」
と
、
ほ
ぼ
同
じ
構
造
の
文
の

繰
り
返
し
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
反
復
に
は
、
差
異
を
強
調

す
る
表
現
効
果
が
あ
る
。
前
者
で
は
犬
を
殺
さ
れ
た
こ
と
を
知
っ
た

西
翁
が
「
懊
憹
（
残
念
が
る
）」
し
た
こ
と
を
言
う
が
、
そ
の
後
は

特
に
心
情
に
触
れ
る
こ
と
は
な
く
、
犬
の
亡
骸
を
埋
め
て
松
を
植
え

た
と
い
う
西
翁
の
行
動
の
み
が
記
述
さ
れ
る
。
と
こ
ろ
が
、
後
者
で

は
臼
を
薪
に
さ
れ
た
こ
と
を
聞
い
た
時
に
加
え
て
、
厠
に
置
か
れ
た

灰
を
回
収
し
た
際
に
も
「
愈い

よ

い
よ
益ま
す

ま
す
懊
憹
」
し
て
帰
っ
た
、
と

再
び
「
懊
憹
」
し
た
こ
と
を
加
え
て
い
る
。
こ
れ
が
西
翁
の
悲
し
み

の
深
ま
り
を
描
こ
う
と
し
て
も
の
で
あ
る
こ
と
は
、
想
像
に
難
く
な

い
。
確
か
に
過
度
な
反
復
は
冗
長
と
も
言
え
る
が
、『
史
記
』
に
お

け
る
「
蔓
辞
累
句
」
を
肯
定
的
に
捉
え
た
台
州
は
、
こ
の
よ
う
な
形

で
西
翁
の
心
情
を
丁
寧
に
描
写
し
よ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。

　

こ
の
こ
と
は
、
次
の
例
に
も
言
え
る
で
あ
ろ
う
。
臼
を
借
り
よ
う

と
し
た
東
翁
に
対
し
て
、
西
翁
は
犬
を
殺
さ
れ
た
こ
と
を
理
由
に
断

ろ
う
と
す
る
の
で
あ
る
が
、「
東
翁
不
聴
。
遂
仮
之
而
帰
（
東
翁 

聴

　
『
含
餳
紀
事
』
を
振
り
返
っ
て
み
る
と
、
反
復
に
よ
っ
て
場
面
展

開
さ
せ
る
記
述
は
少
な
く
な
い
が
、
特
に
「
紀
二
翁
事
」
が
ほ
ぼ
全

篇
に
渉
っ
て
反
復
で
成
り
立
っ
て
い
る
こ
と
に
思
い
あ
た
る（

（1
（

。
物
語

の
冒
頭
、
犬
が
翁
を
導
い
て
山
へ
向
か
う
場
面
か
ら
、
過
剰
と
も
思

わ
れ
る
ほ
ど
に
反
復
し
た
記
述
が
繰
り
返
さ
れ
る
。
し
か
し
、
考
え

て
み
れ
ば
「
紀
二
翁
事
」
は
、
善
玉
の
西
翁
の
行
動
を
悪
玉
の
東
翁

が
ト
レ
ー
ス
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
展
開
し
て
ゆ
く
物
語
で
あ
る
。
反

復
も
ま
た
、
物
語
の
性
格
を
踏
ま
え
た
表
現
で
あ
る
可
能
性
が
考
え

ら
れ
る
。
こ
こ
で
次
の
二
文
を
見
比
べ
て
み
よ
う
。
ま
ず
は
、
犬
が

殺
さ
れ
た
こ
と
を
告
げ
ら
れ
る
場
面
で
あ
る
。

　

東
翁
告
以
殺
之
。
西
翁
聞
之
而
懊
憹
者
久
之
而
無
慍
色
。
因

問
其
屍
所
在
。
東
翁
曰
、「
屍
在
某
処
」。
西
翁
迺
入
山
求
其
屍
、

掘
地
而
瘞
之
、
裁
松
於
其
上
而
帰
。

　

東
翁 

告
ぐ
る
に
こ
れ
を
殺
す
こ
と
を
以
て
す
。
西
翁
こ

れ
を
聞
き
て
懊
憹
す
る
こ
と
こ
れ
を
久
し
く
す
。
而
し
て
慍う

ら

む
色
無
し
。
因
り
て
其
の
屍
の
在
る
所
を
問
ふ
。
東
翁 
曰

は
く
、「
屍
は
某
処
に
在
り
」
と
。
西
翁 

迺
ち
山
に
入
り
て

其
の
屍
を
求
め
、
地
を
掘
り
て
こ
れ
を
瘞う

づ

み
、
松
を
其
の
上

に
裁う

え
て
帰
る
。

　

次
は
、
臼
が
燃
や
さ
れ
た
こ
と
を
告
げ
ら
れ
る
場
面
で
あ
る
。

　

東
翁
告
以
析
而
薪
之
。
西
翁
聞
之
又
懊
憹
者
久
之
而
無
慍
色
。

因
問
曰
、「
其
灰
安
在
」。
曰
、「
寘
之
于
廁
」。
西
翁
迺
如
廁
尽

収
其
灰
、
愈
益
懊
憹
而
帰
。
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五
、
お
わ
り
に

　

以
上
、
台
州
の
「
文
理
」
や
「
修
辞
」
と
い
う
語
を
中
心
に
彼
の

文
章
論
を
明
ら
か
に
し
た
上
で
、『
含
餳
紀
事
』
に
そ
れ
ら
が
ど
の

よ
う
に
反
映
さ
れ
て
い
る
か
に
つ
い
て
確
認
し
て
き
た
。
そ
の
結
果

と
し
て
、
台
州
の
文
章
論
が
春
台
の
そ
れ
を
踏
襲
す
る
も
の
で
あ
る

こ
と
や
、『
含
餳
紀
事
』
所
収
の
物
語
に
は
そ
れ
ぞ
れ
の
性
格
に
即

し
た
古
典
の
表
現
が
取
り
入
れ
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。

そ
の
よ
う
な
文
章
制
作
の
あ
り
方
は
、
確
か
に
古
文
辞
派
と
は
一
線

を
画
す
る
も
の
と
言
え
よ
う
。
ま
た
、
童
話
に
取
材
し
た
漢
文
戯
作

と
さ
れ
る
『
含
餳
紀
事
』
が
実
は
作
文
教
育
を
意
識
し
た
も
の
で
あ

っ
た
こ
と
に
つ
い
て
も
、
そ
こ
に
台
州
の
文
章
論
の
反
映
を
見
い
だ

し
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
本
文
そ
の
も
の
か
ら
説
明
が
つ
け
ら
れ
る
よ

う
に
な
っ
た
。
春
台
か
ら
継
承
し
た
古
文
辞
派
批
判
を
具
現
化
し
た

も
の
と
し
て
、
ま
た
そ
れ
に
基
づ
く
作
文
教
育
の
あ
り
方
を
示
す
も

の
と
し
て
、『
含
餳
紀
事
』
の
持
つ
価
値
は
大
き
い
。

注（
１
）
台
州
の
交
流
関
係
に
つ
い
て
は
、
高
橋
章
則
「
蘐
園
古
文
辞
学
と

揚
雄
―
熊
阪
台
州
・
大
田
南
畝
を
端
緒
と
し
て
―
」（『
文
芸
研
究
』
141

号
、
一
九
九
六
年
）、
同
氏
「
奥
州
熊
阪
台
州
・
盤
谷
の
著
作
出
版
と

交
遊
―
近
世
後
期
の
文
壇
と
東
北
―
」（『
文
芸
研
究
』
143
号
、
一
九
九

七
年
）、
徳
田
武
「『
吾
妻
鏡
補
』
と
熊
阪
台
州
・
盤
谷
」（
上
『
明
治

か
ず
。
遂
に
こ
れ
を
仮か

り
て
帰
る
）」
と
、
東
翁
は
拒
絶
を
も
の
と

も
せ
ず
に
臼
を
借
り
て
帰
る
。
事
態
が
自
然
に
推
移
す
る
こ
と
を
表

す
助
字
「
遂
」
が
用
い
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、
西
翁
の
拒

絶
は
さ
ほ
ど
強
い
も
の
で
は
な
か
っ
た
こ
と
が
窺
わ
れ
る
。
と
こ
ろ

が
、
そ
の
後
に
灰
を
借
り
よ
う
と
す
る
場
面
で
は
、「
東
翁
不
聴
。

強
乞
其
灰
而
去（
東
翁 
聴
か
ず
。強し

ひ
て
其
の
灰
を
乞
ひ
て
去
る
）」

と
、
強
引
に
持
ち
去
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
西
翁
の
拒

絶
が
強
ま
っ
た
こ
と
を
意
味
す
る
。
実
際
、
西
翁
が
語
っ
た
拒
絶
の

理
由
に
は
、
犬
を
殺
さ
れ
た
こ
と
の
他
に
、
臼
を
燃
や
さ
れ
た
こ
と

が
加
え
ら
れ
て
い
る
。
し
か
も
、
そ
れ
は
「
恐
亦
不
利
於
君
也
（
恐

ら
く
は
亦
た
君
に
利
あ
ら
ざ
ら
ん
こ
と
を
）」
と
い
う
、
東
翁
へ
の

心
配
か
ら
出
た
言
葉
な
の
で
あ
る
。

　

他
の
二
話
と
異
な
り
、「
紀
二
翁
事
」
に
は
、
ど
こ
か
陰
惨
さ
が

つ
き
ま
と
う
。
東
翁
は
身
勝
手
か
つ
残
酷
な
行
動
を
繰
り
返
し
、
ま

た
そ
の
度
に
応
報
を
受
け
る
の
で
あ
る
が
、
西
翁
も
ま
た
そ
の
度
に

悲
し
み
を
深
め
て
ゆ
く
。
そ
の
よ
う
な
心
情
の
機
微
を
描
く
と
こ
ろ

に
、
他
の
二
話
に
は
な
い
「
紀
二
翁
事
」
の
特
徴
が
あ
る
。
こ
の
事

例
は
、
古
典
の
言
葉
を
用
い
る
形
で
の
「
修
辞
」
と
は
言
い
難
い
が
、

台
州
の
司
馬
遷
に
対
す
る
評
価
を
見
る
限
り
、
こ
れ
も
ま
た
物
語
の

性
格
に
合
わ
せ
て
古
典
の
「
鄭
重
」
を
取
り
入
れ
よ
う
と
す
る
試
み

で
あ
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
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を
典
拠
と
す
る
術
語
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
、
小
野
泰
央
「
荻

生
徂
徠
の
詩
文
論
と
陳
元
贇
『
昇
庵
詩
話
』―「
古
文
辞
」
学
の
出
発
点

と
し
て
―
」（『
和
漢
比
較
文
学
』
57
号
、
二
〇
一
六
年
）
を
参
照
。

（
８
）
春
台
の
文
章
論
に
つ
い
て
は
、
白
石
真
子
「
太
宰
春
台
『
文
論
』

訓
釈
」（『
漢
文
学
解
釈
与
研
究
』
１
号
、
一
九
九
八
年
）、
同
氏
「
太

宰
春
台
『
文
論
』
考
」（『
上
智
大
学
国
文
学
論
集
』
32
号
、
一
九
九
九
年
。

の
ち
『
太
宰
春
台
の
詩
文
論 

徂
徠
学
の
継
承
と
転
回
』
二
〇
一
二
年
、

笠
間
書
院
）、
揖
斐
高
「
擬
古
論
―
徂
徠
・
春
台
・
南
郭
に
お
け
る
摸

擬
と
変
化
―
」（『
日
本
漢
文
学
研
究
』
４
号
、
二
〇
〇
九
年
）
を
参
照
。

（
９
）
岡
山
大
学
附
属
図
書
館 

小
野
文
庫
蔵 

『
詩
論
』
一
巻
合
刻 

寛
延
元

年
（
一
七
四
八
年
）
刊
、
安
永
二
年
（
一
七
七
三
年
）
渋
川
与
左
衛
門

ほ
か
新
刻
本
を
利
用
し
た
。

（
10
）「
倫
」「
要
」
は
『
書
経
』
呂
刑
「
刑
罰
世
軽
世
重
。
惟
斉
非
斉
、

有
倫
有
要
（
刑
罰
は
世
に
よ
つ
て
軽
く
世
に
よ
つ
て
重
し
。
惟
あ
る
いは

斉
に

非
斉
に
、
倫
有
り
要
有
り
）」
を
踏
ま
え
る
。
世
の
情
勢
に
よ
っ
て
刑

罰
に
違
い
が
あ
る
と
し
て
も
、
筋
道
や
要
点
は
押
さ
え
ら
れ
て
い
る
こ

と
を
述
べ
た
も
の
。

（
11
）
春
台
も
韓
愈
を
推
賞
し
て
、
次
の
よ
う
に
言
う
。

　

吾
謂
、
後
子
長
而
能
行
古
法
者
、
其
唯
退
之
乎
。
其
去
陳
言
、
不

必
古
也
。
其
為
新
辞
而
行
之
以
古
法
、
能
古
也
。

　

吾
れ
謂
ふ
、
子
長
（
司
馬
遷
）
よ
り
後
に
し
て
能
く
古
法
を
行

ふ
者
は
、
其
れ
唯
だ
退
之
（
韓
愈
）
の
み
か
、
と
。
其
の
陳
言
を

去
る
は
古
を
必
と
せ
ざ
る
な
り
。
其
の
新
辞
を
為つ
く
り
て
こ
れ
を
行

大
学
教
養
論
集
』
377
号
、
二
〇
〇
四
年
一
月
、
下
『
明
治
大
学
教
養
論

集
』
383
号
、
二
〇
〇
四
年
三
月
）
を
参
照
。

（
２
）
本
稿
で
は
、
高
橋
昌
彦
解
説
『
昔
昔
春
秋
・
含
餳
紀
事
』（
一
九
九

八
年
、
太
平
書
屋
。
寛
政
四
年
〔
一
七
九
二
年
〕
須
原
屋
伊
八
刊
本 

影
印
）
を
底
本
と
し
た
。
な
お
、
本
稿
の
訓
読
は
基
本
的
に
底
本
の
訓

点
に
従
う
が
、
現
在
の
訓
読
の
習
慣
に
従
っ
て
適
宜
改
め
た
と
こ
ろ
が

あ
る
。
他
の
引
用
文
献
に
つ
い
て
も
同
様
で
あ
る
。

（
３
）『
含
餳
紀
事
』
に
つ
い
て
は
、
小
野
美
花
「
桃
太
郎
―
熊
阪
台
州
先

生
著
作
研
究
『
含
餳
紀
事
』」（
福
島
大
学
教
育
学
部
国
語
学
国
文
学
会

『
言
文
』
39
号
、
一
九
九
二
年
）、
内
ヶ
﨑
有
里
子
「
江
戸
漢
文
戯
作
『
含

餳
紀
事
』
の
『
紀
桃
奴
事
』
に
つ
い
て
」（
東
京
学
芸
大
学
国
語
国
文

学
会
『
学
芸
国
語
国
文
学
』
26
号
、
一
九
九
四
年
）、
大
久
保
隆
郎
「
台

州
の
『
紀
桃
奴
事
』
に
つ
い
て
」（
福
島
大
学
教
育
学
部
国
語
学
国
文

学
会
『
言
文
』
47
号
、
一
九
九
九
年
）、
注
（
２
）
前
掲
書
の
高
橋
氏
「
解

説
」
を
参
照
。

（
４
）
新
潟
大
学
附
属
図
書
館 

佐
野
文
庫
蔵 

天
明
八
年
（
一
七
八
八
年
）

崇
文
堂
前
川
六
左
衛
門
刊
本
を
利
用
し
た
。

（
５
）
東
京
大
学
東
洋
文
化
研
究
所
図
書
室 

倉
石
文
庫
蔵 

享
和
元
年
（
一

八
〇
一
年
）
風
月
堂
長
谷
川
孫
助
刊
本
を
利
用
し
た
。

（
６
）
岡
山
大
学
附
属
図
書
館
蔵 

明
和
三
年
（
一
七
六
六
年
）
須
原
屋
市

兵
衛
本
を
利
用
し
た
。
カ
タ
カ
ナ
を
ひ
ら
が
な
に
改
め
、
適
宜
濁
点
を

加
え
た
。

（
７
）
さ
ら
に
遡
れ
ば
、
明
末
に
日
本
に
渡
来
し
た
陳
元
贇
『
昇
庵
詩
話
』
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ふ
に
古
法
を
以
て
す
る
は
、
能
く
古
な
る
な
り
。　

�

（『
文
論
』
第
六
篇
）

　
　

韓
愈
自
身
の
「
新
辞
」
に
よ
っ
て
も
「
古
」
た
り
う
る
と
し
て
、「
古

法
」
の
重
要
性
を
説
く
。
春
台
の
韓
愈
評
価
に
つ
い
て
は
、
白
石
氏
前

掲
書 

第
二
部 
第
七
章
（
230
～
233
頁
）
を
参
照
。

（
12
）『
詩
経
』
小
雅
「
大
東
」「
跂
彼
織
女
、
終
日
七
襄
（
跂
た
る
彼
の

織
女
、
終
日 

七
襄
す
）」
を
踏
ま
え
る
。

（
13
）
台
州
が
師
事
し
た
松
崎
観
海
は
、
春
台
の
門
人
で
あ
る
。
春
台
へ

の
傾
倒
は
、
観
海
の
影
響
で
あ
る
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
。

（
14
）
台
州
の
「
文
理
」
へ
の
言
及
は
他
に
も
あ
る
が
、
紙
幅
の
都
合
上
、

省
略
す
る
。

（
15
）『
含
餳
紀
事
』
全
体
で
は
、
記
述
の
省
略
が
全
く
な
い
わ
け
で
は
な

い
。
例
え
ば
「
紀
桃
奴
事
」
に
お
い
て
、「
雄
雉
」
が
黍
団
子
を
も
ら

う
場
面
で
は
応
対
の
会
話
を
描
い
て
い
る
が
、「
蒼
狗
」「
白
猿
」
は
会

話
が
省
略
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、
台
州
は
反
復
と
省

略
と
を
意
図
的
に
使
い
分
け
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

【
謝
辞
】
貴
重
な
所
蔵
資
料
を
利
用
さ
せ
て
く
だ
さ
っ
た
新
潟
大
学

附
属
図
書
館
・
東
京
大
学
東
洋
文
化
研
究
所
図
書
室
・
岡
山
大
学
附

属
図
書
館
に
感
謝
し
ま
す
。

�

（
本
学
研
究
科
・
学
部　

教
員
）


